
29日開館

奈良E国労寄・8合傷"センタ (サン戸フ
ティブ奪艮 ヲガ5月19臼口開館し初日から
一般利用できぎず.

このセンタ降、血労者巴余阪を事J周して
白身の健康づ〈り、 D~・-慢の陶Jこを隠かつ
てもらaうと、国の眉悶促進夢集団と市ガ失
問で建段レ定 白血労者のための総合的怠福祉

施殴‘で<1.

a際a隆文化丸御修ヌポツ忽ど自分の目
的E合わせ幅広く利用してく定さい.

施2安の概要、稿用方途忽ど隠 4-5薗に

郷"していま<1.
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-ストープの灯泊と・L噌 ミニパイタのガソリン同鎗いて〈広之さい.
惨スプレーffi-'よ局ガスボンべ.使い曹った後 穴をあけてくだ
さい.

砂使い緒てライター.使いきコた後プラスチックM分を割合て〈
とさい.

砂プoパンガスボンベ靖夫智治親調廃品麹は凶さ惨いで間入
した庖に個陵して〈ださい.
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